
■主催：アクション・グリーン

チェーンソーの基本操作と間伐/自然観察会

【 安全で確かなチェーンソーの扱い方と木の伐倒法を学びます 】

森林整備活動を行う上で習得しておきたいのが、木の伐倒技術です。

手鋸で伐るのも、チェーンソーで伐るのも、基本は同じ。

安全で、確かな方法を身につければ、活動の幅も広がります。

今回は学校林の中で、チェーンソーの扱い方と木の伐倒を学びます。

森林活動初心者の方は、ぜひ！機械に触れるチャンスです。

学校林内を歩き、成り立ちの説明や植生の観察会も行います。

●開催日：平成23年11月27日(日) ※雨天の場合は12月4日（日）に順延となります。

●時間：10：00～16：00

●場所：千葉県立君津青葉高校 一念坊学校林 （電車でお越しの方はJR久留里線 久留里駅まで送迎しますのでご相談ください）

●参加費：500円(保険料含む）

●持ち物：昼食、汚れてもいい服装、長靴または地下足袋等、グローブ、ヘルメット (お持ちでない方はご相談ください）

●定員：15名(定員に達し次第、締切）

●応募締切：平成23年11月22日(火）

●参加方法：下記、必要事項を記載の上、メールにてお申し込みください。

※お名前（ふりがな）、性別、生年月日、ご住所、携帯電話、所属または勤務先、血液型、送迎有無

●お問合せ＆申し込み先：forest_actiongreen＠yahoo.co.jp

主催：アクション・グリーン 共催：NPO法人 ちば里山センター

【 主な講習内容 】

●午前：チェーンソーの構造、基本的な扱い方を学び、丸太を切るなどの実習を行います。

各パーツの説明、エンジンのかけ方、伐倒の際の正しい姿勢、玉切り、受け口と追い口の説明等

●午後：昼食後、フィールド内を散策。林内植生や生き物の観察会を行います。

その後、実習再開。間伐の必要性と作業順序を説明。その流れに従って実習作業を講師安全指導のもと行います。

講師及び参加者による伐倒、作業場所の片づけ等
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